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クラブ会長標語クラブ会長標語  『「 Changing 」～克服していこう～』 『「 Changing 」～克服していこう～』 クラブ会長：桶谷　雄一

国 際 会 長 主 題  国際会長：Edward Ong
アジア地域会長：田上　正

西 日 本 区 理 事  主 題 世界中の仲間とYYY ライフを楽しみましょう !!　
“Let’ s enjoy the YYY life together withour friends all over the world!! “

西日本区理事：中井　信一

京 都 部 部 長 主 題 次のステージを求めて！ 京都部部長：隠塚　功

初めに言（ことば）があった。言は神と共にあった。言は神であった。
-中略ｰ言の内に命があった。命は人間を照らす光であった。

今月の聖句

ヨハネによる福音書1章1節・4節（新約聖書）
＊旧約聖書の「創世記」1章の創造物語と対称をなすような･･･もちろん両者の間には一部で 500 年、
一部で 1000 年近い著述年代の開きはあるのですが、共通するのは神ー言葉ー人間、という関係の理解かも。
それは作者が人間をどう理解したのか？ということでもあろうかと。

“Faith, Love, Action”「信念、愛、行動」
アジア太平洋地域会長 “Act now with faith and love!”「信念と愛を持って行動しよう！」
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Lookinng for the next stage ！

5 月の第 1例会は、山口ワイズをゲストに対談形式のメンバースピーチ例会でした。

安井ワイズが考案した、大変面白い企画だと思います。今回は私が聞き手となり、

山口ワイズのいろんな面を引き出す役目なのですが、これがなかなか難しいんです。

メンバーが聞きたいことは何なのか、山口ワイズが伝えたいことは何なのか、仕事

や趣味、クラブの事やご家族の事など、少しは質問を考えていたものの四苦八苦で

した。

でも、山口ワイズの育った環境や仕事での経験談を聞くと、

人当たりも良く優しい性格の中に、芯が通った人格が見えて、

次期会長として大変頼もしく感じました。

この企画は聞き手の方が大変良い勉強になるなあとも思いましたし、

安井君だったらもっと楽しく相手の良い所を引き出し、

面白い会話になっただろうなと、反省しきりです。

次回は山口ワイズが聞き手で、指名により青木ワイズがゲストとなります。

どんな話が聞けるのか、今から大変楽しみにしています。

5 月第一例会 
5 月 13 日（水）19:00～21:00 
ANA クラウンプラザホテル京都

メンバースピーチ
例会

文・京都トゥービークラブ　新谷 嘉啓



YMCAインターナショナル
チャリティーラン

この度、「嵐山インターナショナルチャリティラン」に参加させていただ
きました。

当日は晴天に恵まれ、初夏を感じるほどの暑さでした。

私は参加賞の準備やリレーの協力を任され、少し緊張しておりましたが、
皆様にフォローしていただき、無事に務めることができました。

会場にはさまざまなクラブが集まり、ダンスやリレーなどが行われ、大変
盛り上がっていました。

また、パラリンピック水泳選手の銅メダルと銀メダルを実際に触らせてい
ただく貴重な機会もあり、想像以上の重みがとても印象的でした。

会場にはマッサージブースもあり、初めてお灸や鍼を肩に施術していただ
きました。おかげでかなり楽になり、整体にも行ってみようかと考えてお
ります。

今回のチャリティランは仮装ランでもあり、我がワイズメンバーは「ブルー
ス・ブラザーズ」の仮装で参加されました。皆さんとても渋くワイルドで、
それでいてどこか親しみやすさ ( お腹が・・・笑 ) もあり、とてもお似合
いでした。

さらに、ありがたいことに賞も受賞され、本当に素晴らしかったです。来
年は私も仮装をして、PRランに参加してみたいと思いました。

そして、一番熱い話題だった原田ワイズの「綱引き計画」も、ぜひ実現し
ていただければ、さらに盛り上がるのではないかと思います。

楽しく充実した一日を過ごすことができ、関係者の皆様に心より感謝申し
上げます。

文・京都トゥービークラブ　寺西 竜生



京都トゥービーワイズメンズクラブ
第３０期会長として活動した一年も、いよいよ最終回を迎えることとなりました。
今回ご紹介する愛車は、
私が二十歳から長年共にしてます
平成3年式トヨタJZA70スープラです。
直線的で力強いスタイリングとリトラのヘッドライトそして色褪せない存在感に
魅了され取り憑かれてます。
車は単なる移動手段と思いたくない人生の思い出を刻むパートナーだと思います。
腰下2J 3.1L T88タービン 500ps　
リッター３キロしか走らないけど、ワイズ活動で出会ったクルマ好きの仲間との
語らい、イベントへの参加、そして各地へのドライブ。その一つひとつの思い出
の中に、いつもこの70スープラがありました。
第 30 期会長主題「Changing ～克服していこう～」のもと、多くのメンバー
に支えられながら一年間活動できたことを心より感謝しております。その想いは、
長い年月を一緒に過ごしてきた70スープラの姿にも重なるように感じています。
最後になりましたが、一年間ちゃんと出来ない事が多くあった行動にご協力いた
だいた全ての皆様に心より感謝御礼申し上げます。
これからも京都トゥービーワイズメンズクラブのさらなる発展を願うとともに、
愛車70スープラと共に新たな道を走り続けてまいります。

京都トゥービークラブ会長　桶谷 雄一

「桶谷会長の相棒たち」 最終回

株式会社 JAPANホワイトは、業務用エアコンを中心とした空調設備のプロフェッショナル集団です。
洗浄・修理・新設工事・入替工事まで、メーカーを問わずワンストップで対応しております。

「京都の業務用エアコン .jp」を運営し、京都市を中心に京滋地域に特化した空調設備事業を展開。
ホテル・商業施設・店舗などにおける空調トラブルの修理対応から、大規模な点検・クリーニング、
設置・交換工事まで幅広く承っております。

当社には空調機器の専門知識と現場経験を兼ね備えたスタッフが多数在籍しており、
単なる作業者ではなく、** コスト削減と最適運用を見据えた「空調機器のトータルプランナー」**
としてお客様にご提案いたします。

また、** スタッフ一人ひとりが「自分の仕事＝商品」** という意識を持ち、
丁寧で気持ちの良いサービスを第一に考え、日々の業務に取り組んでいます。

京滋地域に特化しているため、受付から現場対応まですべて自社スタッフが直接対応。
全国対応業者にはないスピード感を強みとし、最短即日対応も可能です。

さらに、
    •    24 時間対応
    •    早朝・夜間作業対応
    •    数十台規模の一斉清掃・工事にも柔軟に対応

といった、現場の制約に合わせた対応力にも自信があります。

賠償責任保険にも加入しており、施工後 1カ月以内のトラブルについては無償対応。
安心してご依頼いただける体制を整えています。　

京都トゥービークラブ　寺西 竜生

メンバーお仕事紹介

株式会社 JAPAN ホワイト　工務部統括責任者　寺西 竜生



会　長
副会長

書　記

会　計

桶谷　雄一
小幡　　弘
山口　真一
青木禎一郎
宮田　雄輔
伊東　隆一

クラブオフィス：京都YMCA
住所 〒604-8083 京都府京都市中京区 三条通柳馬場東入中之町 2
電話 075-231-4388

YMCA NEWS

【リトリートセンター開設６０周年記念募金】1
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５月第 2例会

５月第 1例会

   

例会出席

   

ニコニコ

５月第１例会

５月第２例会 19,000 円

11,000 円

累計 　182,000 円

23 ／ 32 名

20 ／ 32 名

リトリートセンター開設６０周年記念募金
みなさま方のご厚志で、寄付の合計は 13,376,197 円 となりました。 厚く御礼申しあげます。 
次世代を担う子どもたちが 健やかに集い、育つ拠点を私たちはこれからも 育んでまいります
引き続き、募金へのご協力をお願いいたします。詳細は下記二次元コード、または以下の URL をご
覧ください。

https://kyotoymca.or.jp/facilities/?p=1446
※クレジットカードによるオンライン決済もご利用いただけます。

桶谷期ブリテン委員長を務めさせていただきました舩越です。今期は桶谷期ということで

気合十分で挑みました！今回の委員会は、以前経験したＹサ・ＣＳ委員長に比べると、予

算や実施日、参加人数などの事前のすり合わせが必要なかったので、その点では比較的や

りやすかったように感じました。また、トゥービークラブ他クラブ問わず、原稿依頼をさ

せてもらうと「わかりました！」と即答していただくことが多く、非常にありがたかった

です。今回メンバーの方々に寄稿していただく回数はできるだけ均等にしました。ただ、

この原稿はぜひこの人に書いてもらいたいという記事もあり、中には多数寄稿していただ

いた方もございましたが快く引き受けてくださって非常にありがたかったです。

来期のブリテン委員会以降は、役割が増え、

従来のブリテン原稿の収集に加え、

編集もすることとなっております。

ですのでみなさまこれまでどおりご協力お願いいたします。

なんなら「今回の原稿は自分が書きたい！」

くらいに盛り上がってくださると、ブリテン自体も

毎月待ち遠しい読み物になるでしょうし、

委員会をやっているメンバーとしてもなお楽しんで

取り組めると思いますのでよろしくお願いいたします。

みなさま一年間お付き合いいただきましてありがとうございました。

ブリテン委員長　舩越 大祐

一年を振り返って

ゲスト　　　44名

メネット　　　3名
コメット　　　3名


